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表紙「禅寺（宗隣寺）」

裏表紙「坐禅」
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　私の土・日曜日の早朝坐禅は、始めて 14 ～ 15 年になる。指導してくれる副住
職は気さくで話しやすい。坐禅は苦行ではなく、リラックスして心の置き場所を探
して欲しいと言う。正しい姿勢と腹式呼吸が基本。これによりセロトニンが分泌さ
れ、α波（脳波）が誘導されるといわれている。日曜日は、坐禅と読経の後に茶話
会がある。自由に語り合い、楽しい時間を過ごす。年の瀬は鐘楼の大掃除が恒例と
なっている。

　宇部市の真締川沿いにある臨済宗の禅寺。777年に唐僧の為光（いこう）が、松
江山（ずんごうざん）普済寺を開創。その後 1670 年、毛利藩永代家老で宇部領主
であった福原広俊が、父元俊の菩提を弔うため、宗隣寺として再興した。本堂の北
側の「龍心庭」は県内最古の古庭園で、南北朝時代の築庭とされ、貴重な遺構を残
しており、国の名勝に指定されている。春は新緑、夏は翠、秋は紅葉、冬は霧氷と
四季折々の趣がある。 医学および医療は、病める人の治療はもとより、人びとの健康の

維持増進、さらには治療困難な人を支える医療、苦痛を和らげる
緩和医療をも包含する。医師は責任の重大性を認識し、人類愛を
基にすべての人に奉仕するものである。

1. 医師は生涯学習の精神を保ち、つねに医学の知識と技術の
習得に努めるとともに、その進歩・発展に尽くす。

2. 医師は自らの職業の尊厳と責任を自覚し、教養を深め、人格を
高めるように心掛ける。

3. 医師は医療を受ける人びとの人格を尊重し、やさしい心で
接するとともに、医療内容についてよく説明し、信頼を得るように
努める。

4. 医師は互いに尊敬し、医療関係者と協力して医療に尽くす。

5. 医師は医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展に
尽くすとともに、法規範の遵守および法秩序の形成に努める。

6. 医師は医業にあたって営利を目的としない。


